
数字から見る被災者
①応急仮設住宅戸数
②借り上げ民間賃貸住宅・入居戸数
③県外への避難者数

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
・
い
わ
て
連
携

復
興
セ
ン
タ
ー
は
10
日
、
北
上

サ
テ
ラ
イ
ト
新
事
務
所
の
開
所

式
を
行
っ
た
。
こ
れ
ま
で
北
上

市
の
「
き
た
か
み
震
災
復
興
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
」
内
に
設
け
て
い

た
事
務
所
を
、
朝
日
生
命
保
険

相
互
会
社
よ
り
１
年
間
無
償
貸

与
を
受
け
た
隣
接
す
る
ビ
ル
へ

移
転
し
た
。

　

同
セ
ン
タ
ー
鹿
野
代
表
理
事

は
式
に
出
席
し
た
約
30
名
に
対

し
「
２
年
目
も
オ
ー
ル
岩
手
で

全
国
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
企
業
と
連
携

し
て
い
き
た
い
」
と
決
意
を
表

明
。
震
災
後
１
年
間
で
北
上
市

等
と
「
復
興
協
働
支
援
協
定
」

を
結
ぶ
な
ど
し
、
行
政
、
企
業
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
一
体
と
な
っ
た
支
援

事
業
を
実
現
し
て
き
た
同
セ
ン

タ
ー
だ
が
、
職
員
も
４
名
か
ら

６
名
へ
増
員
、
更
な
る
業
務
の

拡
大
を
目
指
す
形
と
な
る
。

　

大
幅
に
拡
張
さ
れ
た
新
事
務

所
で
は
、
１
階
を
事
務
所
、
２

階
を
セ
ミ
ナ
ー
開
催
や
支
援
団

体
の
交
流
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
活

用
で
き
る
。
復
興
関
係
者
の
た

め
の
岩
手
県
内
陸
部
の
新
た
な

支
援
拠
点
と
な
り
そ
う
だ
。

復
興
支
援
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
発
表

官
民
の
多
様
な
担
い
手
の
連
携
を
促
進

連
携
強
化
に
向
け
た
円
卓
会
議
の
設
置
を

復興庁

な
ど
の
環
境
制

御
や
、
生
産
支

援
シ
ス
テ
ム
の

導
入
を
試
験
し
、

高
品
質
な
い
ち

ご
や
ト
マ
ト
の

生
産
を
追
求
す

る
。
得
ら
れ
た

知
見
は
、
多
く

の
農
家
に
共
有

さ
れ
、
地
域
復

興
に
役
立
て
ら

れ
る
。

＝
４
・
５
面
の

【
特
集
】
へ

岩手県
①	１３,９８４戸
②	 ３,６４９戸
③	 １,５７５人

宮城県
①	２２,０９５戸
②	２６,０５０戸
③	 ８,４６２人

福島県
①	１６,６８３戸
②	２５,４６５戸
③６２,７３６人

※①４月２日現在、国土交通省調べ　②４
月１７日現在、③４月１１日現在、ともに復
興庁調べ

　

復
興
庁
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
・
公
益
的
民

間
連
携
班
お
よ
び
男

女
共
同
参
加
班
は
、

今
後
３
年
間
の
復
興

に
あ
た
っ
て
の
課
題
や

目
標
と
、
目
安
と
な

る
取
り
組
み
を
ロ
ー
ド

マ
ッ
プ
と
し
て
ま
と
め

公
表
し
た
。

　

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
は

「
被
災
者
生
活
支
援
」

「
遠
隔
避
難
者
支
援
」

「
復
興
ま
ち
づ
く
り
」

「
産
業
再
生
・
就
労

支
援
」「
多
様
性
へ
の

配
慮
」
の
５
つ
の
分

野
に
お
い
て
、
今
年

４
月
〜
２
０
１
５
年

３
月
ま
で
の
３
年
を

１
年
毎
に
分
割
し
そ

れ
ぞ
れ
目
標
と
す
る

状
態
を
設
定
。
実
現
へ

向
け
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
、
企
業

等
、
自
治
会
等
、
市
町

村
、
都
道
府
県
・
国
の

５
つ
の
担
い
手
が
各
期

間
に
行
う
主
な
取
り
組

み
を
例
示
し
て
い
る
。

　
「
被
災
者
生
活
支
援
」

に
お
い
て
は
、
仮
設
住

宅
か
ら
復
興
住
宅
へ
生

活
の
場
が
移
行
し
て
い

く
の
に
あ
わ
せ
、
住
民

に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形

成
を
軸
に
、
各
担
い
手

が
生
き
が
い
・
仕
事
づ

く
り
等
の
取
り
組
み
で

側
面
か
ら
支
援
し
て
い

く
。「
遠
隔
避
難
者
支

援
」
で
は
被
災
者
生
活

支
援
と
同
様
の
取
り
組

み
に
加
え
、
避
難
先
の

県
や
団
体
と
の
連
携
を

県
や
国
レ
ベ
ル
で
進
め
て
行
く

必
要
性
が
明
示
さ
れ
た
。「
復

興
ま
ち
づ
く
り
」
で
は
今
年
１

年
で
住
民
合
意
形
成
、
来
年
以

降
は
計
画
実
行
の
推
進
と
い
う

時
間
軸
の
中
、
２
０
１
４
年
度

は
企
業
等
に
お
け
る
「
１
村
１

社
」
的
ス
キ
ー
ム
で
の
ま
ち
づ

く
り
参
画
と
い
っ
た
案
も
示
さ

れ
た
。「
産
業
再
生
・
就
労
支

援
」
に
お
い
て
は
来
年
度
に
商

店
街
等
が
仮
設
か
ら
本
設
に
移

行
し
て
い
き
、
ま
ち
づ
く
り
や

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
と
連
動
し
て

の
活
動
お
よ
び
支
援
の
取
り
組

み
が
例
示
さ
れ
た
。
最
後
に

「
多
様
性
へ
の
配
慮
」
は
教
育
・

医
療
・
福
祉
の
分
野
に
お
い
て
、

ひ
と
り
ひ
と
り
を
大
切
に
し
た

施
設
や
サ
ー
ビ
ス
の
設
計
の
た

め
に
、
市
町
村
や
県
・
国
に
よ

る
実
態
把
握
を
今
年
か
ら
進
め

て
い
く
案
と
な
っ
た
。

　

い
ず
れ
の
分
野
に
お
い
て
も

住
民
主
体
の
復
興
を
し
く
み
面

で
市
町
村
、
国
が
支
え
つ
つ
、

企
業
は
本
業
を
活
か
し
た
参
画
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
は
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門

分
野
に
お
い
て
ニ
ー
ズ
と
フ
ェ
ー

ズ
に
即
し
た
支
援
を
行
う
形
が

示
さ
れ
た
。
そ
の
実
行
に
お
い

て
は
各
担
い
手
の
連
携
強
化
の

必
要
性
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。

連
携
す
る
た
め
の
ス
キ
ー
ム
と

し
て
、
住
民
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
お

　

４
月
末
、
宮
城
県
亘
理(

わ

た
り)

郡
・
山
元
町
に
、
産
官

学
連
携
に
よ
る
１
万
平
方
メ
ー

ト
ル
規
模
の
最
先
端
大
規
模
園

芸
施
設
が
完
成
す
る
。

　

こ
れ
は
農
水
省
が
「
被
災
地

の
復
興
の
た
め
の
先
端
技
術
展

開
事
業
」「
新
食
糧
供
給
基
地

建
設
の
た
め
の
先
端
技
術
展
開

事
業
」
を
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｇ
Ｒ

Ａ(

代
表
・
岩
佐
大
輝)

に
委

け
る
「
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」

等
の
住
民
に
よ
る
合
意
形
成
組

織
の
組
成
、
お
よ
び
市
町
村
、

県
、
国
そ
れ
ぞ
れ
の
レ
ベ
ル
の

複
数
の
担
い
手
が
一
同
に
会
し
、

目
標
設
定
や
行
動
計
画
を
策
定

す
る
円
卓
会
議
の
設
置
等
を
提

案
し
て
い
る
。

岩
手
県
内
の
復
興
支
援
へ
新
拠
点

い
わ
て
連
復　

北
上
市
に
新
事
務
所
を
開
所

託
し
た
も
の
。
農
業
・
食
品
産

業
技
術
総
合
研
究
機
構
や
宇
都

宮
大
学
な
ど
10
の
研
究
機
関
と

連
携
す
る
。

　

こ
の
事
業
で
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を

用
い
て
、
い
ち
ご
や
ト
マ
ト
な

ど
の
園
芸
作
物
の
最
適
な
生
育

方
法
な
ど
、
農
家
の
収
益
を
高

め
る
営
農
技
術
を
科
学
的
に
検

証
。
具
体
的
に
は
、
日
照
量
や

二
酸
化
炭
素
濃
度
、
室
内
温
度

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た

営
農
技
術
、
開
発
始
ま
る

連
携

産官
学

山元町山寺で建設が進む
最先端大規模園芸施設（４月初旬）

いわて連復の鹿野代表理事（中央）と朝日生命
保険の芝田支社長（左）、亀井北上営業所長（右）

被災者
生活支援

遠隔避難者
支援

復興
まちづくり

産業再生
・就労支援

ロードマップで示された分野・フェーズごとの目標

教育・医療
・福祉

・仮設住宅での孤立を防ぐ
・見なし仮設・自宅避難者の孤立を防ぐ

・避難先でのコミュニティ形成
・被災者支援情報への確実なアクセス

・雇用創出とマッチング支援による就労の場づくり
・仮説商店街のにぎわい創出や被災地の産物の販売促進等による産業の維持

・子供や高齢者、障害者等に配慮ある取り組みの実施（平成25年度末まで）
・ひとりひとりを大切にした復興計画の策定（平成25年度末まで）
・分野ごとに必要な施設の適切な設置計画の策定（平成25年度末まで）

・住民による合意形成組織の設置
・専門家などの支援によるまちづくり
  計画の策定

・復興住宅への移行に向けたコミュニティ
   の形成

2012年度末まで
・仮設→復興住宅等への移行の見通しが立つ
・引越し支援などによるスムーズな移行
・空き住戸が増える仮設住宅団地での
  孤立防止

・安定した生活の場への移行のめどが立つ
・引っ越し支援などによる新生活への
  スムーズな移行

・復興計画の確定
・復興まちづくりの進行

2013年度末まで
・復興住宅等への移行が完了
・復興住宅等でのコミュニティの形成

・先行する地区での復興まちづくりの幕開け

・先行する地区での商店街や工場等の
  再スタート

・ひとりひとりを大切にした復興まち
  づくりの進展

・産業の本格復興の幕開け

・復興住宅等での孤立防止
・いきがいや仕事の創出
・復興住宅等への移行が完了
・復興住宅等でのコミュニティの形成
・復興住宅等での孤立防止
・いきがいや仕事の創出

2014年度末まで
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政策
復興交付金２次申請 
国は４日に復興交付金の２次申請を締
め切った。申請求額は事業費ベースで
宮城が約９７８億円、岩手が約７１８億
円、福島が約３３５億円。

復興交付金の申請簡素化へ
平野復興相は復興交付金の申請手続
きを簡素化すると表明した。自治体の
提出書類を３分の１減らす。２次申請
分から前倒しで実施する。

福島県、３件目の特区申請
福島県は医療・福祉施設の人員配置
や開設などの要件緩和等を含む特区
を申請。医療・福祉サービス改善を狙
う。対象は県全域。

産業復興
８自治体で環境都市事業開始
経産省は環境都市（スマートコミュニ
ティ）整備に向け８地域を採択、民間
企業等と連携し９月末までに事業計画
をまとめる。

生活・まちづくり
仮設住宅１年延長
厚生労働省は、住居整備などの遅れ
を受け、原則２年としていた仮設住宅
の居住期間を、１年延長して３年とす
ると発表した。

被災３県、復興住宅受注開始へ
宮城、岩手、福島の「県地域型復興
住宅推進協議会」は、地域の住宅生
産者と連携。被災者向けに価格を抑
えた住宅の受注を開始した。

仮設住宅の高齢者、心身不調
岩手県大槌町と国立長寿医療研究セ
ンターの調査結果で、町の仮設住宅に
住む高齢者の４割以上が運動不足で生
活不活発病の疑いがあると判明した。

いわき市、「仮の町」制度化検討
平野復興相は福島県いわき市渡辺市
長と会談。いわき市を避難住民の受
け皿とする「仮の町」構想の制度化を
検討する方針を示した。

漁業
岩手県２４漁協、組織再編
岩手県漁連などは県内２４漁協の復興
施策を進めるにあたり、漁協同士の合
併も視野に入れ、組織の再編を検討
する意向を示した。

南三陸町志津川、海藻漁再開
９日、宮城県南三陸町志津川で、フノリ、
ヒジキなどを収穫する海藻漁が震災後
初めて開始した。５月初旬頃までが収
穫時期。

原発・放射能
原発緩衝地帯、同心円状の設定に
平野復興相は、第１原発周辺への立ち
入りや居住を制限する緩衝地帯につい
て、第１原発から同心円状に設定する
方針を掲げた。

福島県、１２年産米の作付制限
政府は原子力災害対策特別措置法に
基づき、１２年産米の作付制限を指示。
福島市、伊達市、二本松市の９地域
などを対象地域とした。

福島県で除染ボランティアが活動
福島県は福島市の桜の名所・弁天山
公園で約３５０人のボランティアと共に
落ち葉拾いを実施。除染効果は最大
約３割あった。

その他
石巻赤十字病院、新病棟規模拡大
宮城県の石巻赤十字病院は、当初の
計画の２倍の規模に相当する新病棟の
建設計画を発表した。２０１５年に完
成予定。

楢葉町のがれき集積場整備へ
政府は、原発事故で大部分が警戒区
域となる楢葉町の沿岸部２カ所で、震
災がれきを保管する集積場の整備を
開始する意向を示した。

地熱発電の資源量調査へ
出光興産など９社は地元温泉業者な
どを対象に説明会を開き、計画中の
地熱発電所の資源量調査を６月にも
実施する意向を伝えた。

　

岩
手
県
は
３
月
、
被
災
者
の

個
人
情
報
を
、
県
が
適
当
と
認

め
た
団
体
に
限
り
、
要
請
に
応

じ
て
開
示
す
る
こ
と
を
決
定
し

た
。
こ
れ
は
、
被
災
地
に
お
い

て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
民
間
団
体
に
よ

る
き
め
細
か
な
支
援
を
可
能
に

す
る
、
他
被
災
県
に
先
駆
け
た

決
定
だ
。

　

こ
れ
ま
で
個
人
情
報
保
護
法

が
大
き
な
壁
と
な
っ
て
、
支
援

活
動
の
妨
げ
に
な
っ
て
い
る
こ
と

は
、
関
係
者
の
間
で
広
く
指
摘

さ
れ
て
い
た
。
例
え
ば
昨
年
の

冬
、
民
間
賃
貸
住
宅
（
み
な
し

仮
設
）
に
入
居
し
て
い
る
被
災

者
に
対
し
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
中
心
に

な
っ
て
暖
房
器
具
の
配
布
を
行
っ

た
が
、
そ
の
際
に
も
保
護
法
が

障
害
と
な
っ
た
。
行
政
が
把
握

し
て
い
る
被
災
者
の
住
所
情
報

が
明
か
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
だ
。

結
果
、配
布
先
の
被
災
者
の
個
人

情
報
を
確
定
す
る
ま
で
に
数
か

月
を
要
し
、
支
援
の
遅
滞
を
招

い
た
。
ま
た
現
行
で
は
、
他
市

町
村
や
社
協
と
も
情
報
を
共
有

で
き
な
い
行
政
の
縦
割
り
の
弊

害
も
あ
る
。
今
回
の
決
定
に
よ

り
、
そ
う
し
た
問
題
も
改
善
さ

れ
る
。

　
「
行
政
だ
け
で
被
災
地
の
多

種
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
じ
る
こ

と
は
困
難
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
支
援
団

体
と
の
協
働
が
今
の
社
会
で
は

必
要
不
可
欠
で
す
」。
岩
手
県

復
興
局
担
当
者
は
こ
う
話
す
。

　

そ
の
一
方
で
、
開
示
さ
れ
た

個
人
情
報
が
、
支
援
以
外
の
目

的
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
へ
の
懸

念
も
存
在
す
る
。
そ
の
点
に
つ

い
て
県
は
、
開
示
を
行
う
団
体

の
条
件
と
し
て
、
①
支
援
活
動

が
県
と
の
協
働
の
事
業
で
あ
る 

②
事
業
の
公
益
性
、
個
人
情
報

を
必
要
と
す
る
目
的
の
整
合
性

が
確
保
さ
れ
て
い
る  

③
個
人

情
報
を
取
り
扱
う
団
体
と
し
て

十
分
な
基
準
を
満
た
し
て
い
る

等
の
内
容
か
ら
、
総
合
的
に
判

断
を
す
る
と
し
て
い
る
。

　

個
人
情
報
の
取
り
扱
い
に
は
、

も
ち
ろ
ん
慎
重
を
期
さ
な
く
て

は
な
ら
な
い
が
、
今
回
の
岩
手

県
の
決
定
が
、
同
様
の
問
題
を

抱
え
る
他
の
被
災
県
に
も
、
先

行
事
例
と
し
て
追
い
風
の
役
割

を
果
た
す
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

行
政
と
民
間
団
体
の
迅
速
な
協
業
を
目
指
す

岩
手
県 

被
災
地
の
個
人
情
報
開
示
へ

4月5日～4月12日
Ｑ
・
こ
れ
ま
で
の
活
動
は
？

　

震
災
直
後
に
立
ち
上
が
っ
た
「
助

け
あ
い
ジ
ャ
パ
ン
」
と
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
in
仙
台
・
宮

城
」
が
合
流
し
設
立
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
し
た
い
人
と
求
め
る
人
の
情
報
を

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
し
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
で
マ
ッ
チ
ン
グ
に
取

り
組
む
。
ま
た
「
ス
キ
ル
ス

ト
ッ
ク
」
や
「Yahoo! JAPAN

復
興
支
援
サ
イ
ト
」
な
ど
多
く

の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
と
も
連
携

し
情
報
提
供
を
行
っ
て
い
る
。

Ｑ・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
ニ
ー
ズ
は
？

　

昨
年
夏
ま
で
は
物
資
配
布
や
瓦
礫

処
理
で
大
量
の
復
旧
人
員
が
必
要
と

さ
れ
た
。
秋
か
ら
は
生
活
支
援
や
自

立
支
援
と
し
て
、
仮
設
住
宅
で
の
ケ

ア
や
生
業
創
出
、
被
災
事
業
者
へ
の

再
建
支
援
な
ど
が
求
め
ら
れ
て
き
た
。

現
在
は
、
個
々
人
の
ス
キ
ル
や
ノ
ウ

ハ
ウ
を
生
か
し
た
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
の

お
手
伝
い
が
価
値
を
生
ん
で
い
る
。

Ｑ
・
マ
ッ
チ
ン
グ
の
工
夫
は
？

　

被
災
地
を
歩
き
な
が
ら
ニ
ー
ズ
の

掘
り
下
げ
を
行
っ
て
い
る
。
募
集
側

が
要
求
の
出
し
方
が
分
か
ら
な
い
場

合
も
多
い
。
例
え
ば
南
三
陸
の
わ
か

め
加
工
業
社
の
女
性
た
ち
に
、
ど
ん

な
人
に
来
て
も
ら
い
何
を
し
て
も

ら
っ
た
ら
助
か
る
の
か
、
話
を
聞
く

う
ち
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
作
っ
て
ほ
し

い
と
分
か
る
。
当
人
ら
も
分
か
ら
な

い
ニ
ー
ズ
を
見
つ
け
、
さ
ら
に
未
来
へ

の
想
い
ま
で
聞
い
て
募
集
に
落
と
し

込
め
た
場
合
、
格
段
に
マ
ッ
チ
ン
グ

精
度
が
上
が
り
、
生
産
的
な
結
果
を

生
む
と
実
感
し
て
い
る
。

Ｑ
・
今
後
向
か
う
べ
き
方
向
は
？

　
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
と
い
う
と
奉
仕

や
肉
体
労
働
の
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
が
、

被
災
地
で
の
現
状
は
違
っ
て
き
て
い
る
。

別
の
名
前
を
考
え
た
ほ
う
が
よ
い
の

か
も
し
れ
な
い
。
現
在
は
、
シ
ス
テ

ム
構
築
や
商
品
開
発
な
ど
の
専
門
ス

キ
ル
と
、
出
荷
や
販
売
を
一
緒
に
行

う
な
ど
現
場
・
人
の
中
に
入
り
込
ん

だ
支
援
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の

現
状
を
も
っ
と
宣
伝
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
す
る
側
も
、
自

分
の
成
長
に
つ
な

が
り
、
現
地
の

人
々
と
の
絆
や
新

し
い
ふ
る
さ
と
を

作
る
よ
う
な
経
験

を
し
て
い
る
。
長

期
で
滞
在
し
た
り
、
何
度
も
通
っ
た

り
す
る
人
も
増
え
て
い
る
。
彼
ら
が

こ
の
経
験
か
ら
学
ん
で
い
る
の
は
、

他
者
や
社
会
と
の
関
わ
り
方
か
も
し

れ
な
い
。
各
人
が
自
分
の
住
む
地
域

に
持
ち
帰
っ
て
活
か
し
て
も
ら
え
た

ら
素
晴
ら
し
い
と
思
う
。

ふ
る
さ
と
を
作
り
、
社
会
を
学
ぶ

新
し
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
フ
ェ
ー
ズ
へ

きたむらたかゆき

北村孝之さん
NPO 法人
ボランティアインフォ 代表

２０１２年（平成 24 年）4 月 23 日 月曜日（復興 409 日目）　　東　北　復　興　新　聞（http://www.rise-tohoku.jp/）　　第 7 号　 （2）



   

復
興
庁
は
４
月
14
日
に
同

庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
て
、
今

後
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
民
間
団
体
が
復

興
関
連
活
動
に
活
用
可
能
な

政
府
の
財
政
支
援
を
ま
と
め

て
発
表
し
た
。
今
年
度
予
算

の
７
事
業
に
加
え
、
昨
年
度

予
算
の
な
か
で
基
金
等
に
よ
り

現
在
も
申
請
可
能
な
５
事
業

を
掲
載
し
た
。
本
件
の
詳
細

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

www.reconstruction.go.jp/
topics/npoyosan0414.
pdf

）
お
よ
び
電
話
（
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
・
公
益
的
民
間
連
携

班
：03

（5545

）7480

、

予
算
会
計
班
：03

（5545

） 
7370

ま
で
。

　

公
益
社
団
法
人
日
本
フ
ィ
ラ

ン
ソ
ロ
ピ
ー
協
会
が
実
施
し
た

被
災
５
地
域
の
教
育
状
況
調
査

に
よ
る
と
、
求
め
ら
れ
る
学
習

支
援
の
内
容
は
地
域
に
よ
っ
て

異
な
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か

シ
ィ
や
ツ
イ
ッ
タ
ー
な
ど
Ｓ
Ｎ
Ｓ

で
避
難
希
望
者
と
繋
が
り
、
現

地
へ
迎
え
に
行
く
と
い
う
地
道
な

支
援
を
繰
り
返
し
た
。
そ
の
活

動
が
ネ
ッ
ト
上
な
ど
で
話
題
と

な
り
、
多
く
の
被
災
者
と
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
が
生
ま
れ
て
い
る
。
そ

の
他
、
近
隣
住
民
も
交
え
た
た

こ
焼
き
パ
ー
テ
ィ
や
花
見
な
ど
、

継
続
的
な
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て

親
交
を
深
め
て
い
る
。「
家
族
の

よ
う
な
仲
間
が
で
き
た
」
と
喜

ぶ
避
難
者
も
少
な
く
な
い
。

　

課
題
は
「
避
難
先
と
避
難
元

の
温
度
差
」
と
あ
っ
た
か
い
道
の

湊
氏
。
避
難
先
は
避
難
元
の
こ

と
を
、
避
難
元
も
避
難
先
の
こ

と
を
、
詳
し
く
は
知
ら
な
い

ケ
ー
ス
が
多
い
と
言
う
。
ま
た
、

「
資
金
と
人
手
」
と
心
援
隊
の
夏

村
氏
。
寄
付
、
助
成
金
で
保
養

費
を
ま
か
な
う
が
、
不
足
分
は

持
ち
出
し
し
、
後
で
穴
埋
め
す

る
状
態
だ
と
言
う
。

　

震
災
か
ら
１
年
が
過
ぎ
、
生

活
者
と
し
て
ど
う
暮
ら
し
を
取

り
戻
す
の
か
。
避
難
者
、
支
援

者
の
み
な
ら
ず
、
社
会
全
体
と

し
て
の
理
解
と
支
援
の
必
要
性

が
浮
き
彫
り
と
な
っ
て
い
る
。

や
、
避
難
者
同
士
、
地
元
民
と

の
交
流
も
実
施
。
官
と
民
、
地

元
民
と
避
難
者
と
い
う
垣
根
を

越
え
た
新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
作

り
が
進
ん
で
い
る
。

　

大
阪
で
主
に
福
島
県
か
ら
の

避
難
支
援
を
行
う
の
が
Ｎ
Ｇ
Ｏ

「
心
援
隊
」。
移
住
の
流
れ
が
一

段
落
し
た
中
、
経
済
的
な
事
情

等
で
移
住
で
き
な
い
家
族
を
温

泉
地
等
へ
連
れ
て
行
く
保
養
提

供
を
メ
イ
ン
に
活
動
し
て
い
る
。

４
月
に
８
泊
９
日
で
実
施
し
た

保
養
企
画
に
は
、
８
家
族
25
人

が
参
加
。
枠
を
大
幅
に
上
回
る

50
組
の
応
募
が
あ
っ
た
。

　

心
援
隊
は
震
災
後
、
ミ
ク

　

震
災
と
原
発
事
故
に
よ
り
避

難
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
被
災
者

の
数
は
、
34
万
４
０
０
０
人
に

上
る
。
そ
の
う
ち
岩
手
、
宮
城
、

福
島
県
か
ら
自
県
外
へ
の
避
難
者

数
は
７
万
人
を
超
え
、
地
域
別

で
は
関
東
の
３
万
５
５
８
６
人

が
最
も
多
く
、
近
畿
４
５
４
８

人
、
九
州
・
沖
縄
３
３
９
５
人
、

北
海
道
３
０
６
３
人
と
続
く
。

　

北
海
道
で
積
極
的
に
避
難
者

受
け
入
れ
を
進
め
て
い
る
「
よ

う
こ
そ
あ
っ
た
か
い
道
（
ど
う
）」。

無
料
保
養
施
設
「
あ
っ
た
か
い

道
ハ
ウ
ス
」
を
運
営
す
る
か
た

わ
ら
、
３
月
か
ら
移
住
を
視
野

に
入
れ
た
就
職
支
援
「
希
望
の

虹
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
開
始
し
た
。

ま
た
避
難
者
同
士
で
組
織
す
る

自
治
会
を
支
援
し
、
課
題
で
あ
る

「
避
難
後
の
生
活
の
構
築
」
に
避

難
者
自
身
が
主
体
的
に
取
り
組

め
る
環
境
づ
く
り
に
努
め
て
い
る
。

受
入
イ
ベ
ン
ト
「
よ
う
こ
そ
あ
っ

た
か
い
道
」
で
は
、
札
幌
市
や
、

北
海
道
と
も
連
携
し
、
移
住
、

就
職
相
談
な
ど
の
ほ
か
、
北
海

道
の
冬
の
暮
ら
し
方
レ
ク
チ
ャ
ー

と
な
っ
た
。

　

岩
手
県
大
槌
町
で

は
、
震
災
の
影
響
で
授

業
開
始
が
遅
れ
た
こ
と

に
よ
っ
て
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
に
２
週
間
程
度
の
遅

れ
が
発
生
。
長
期
の
休

み
や
宿
題
な
ど
を
利

用
し
て
進
度
を
例
年

通
り
に
戻
す
た
め
に
、

理
解
力
を
補
う
追
加

の
学
習
支
援
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。
ま
た
、
通

学
や
仮
設
住
宅
内
の

学
習
備
品
に
お
い
て
特

に
支
援
の
必
要
性
が
高

い
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

大
船
渡
市
で
も
同
様
に
中
学

校
、
高
校
で
最
大
３
週
間
程
度

の
遅
れ
が
発
生
し
て
お
り
、
特

に
授
業
遅
滞
に
対
す
る
支
援
の

必
要
性
が
高
か
っ
た
。

　

福
島
県
で
は
、
相
馬
市
、
い

わ
き
市
と
も
に
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

に
遅
れ
は
生
じ
な
か
っ
た
が
、

放
射
能
の
影
響
に
よ
り
校
外
学

習
が
中
止
に
な
る
な
ど
、
正
規

授
業
に
お
け
る
質
の
確
保
、
子

ど
も
の
精
神
的
ス
ト
レ
ス
の
ケ

ア
、
遊
び
場
の
確
保
と
い
っ
た

支
援
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

今
回
の
調
査
結
果
は
、
岩
手

県
で
は
津
波
に
よ
る
影
響
、
福

島
県
で
は
原
発
に
よ
る
影
響
が

大
き
い
こ
と
、
そ
れ
に
よ
り
求

め
る
支
援
内
容
も
異
な
っ
て
い

る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
今

後
は
宮
城
県
石
巻
市
で
も
引
き

続
き
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
を
実
施

し
、
ニ
ー
ズ
把
握
を
行
う
と
い

う
。

　

本
調
査
に
基
づ
き
２
０
１
２

年
１
月
よ
り
大
槌
町
で
特
定
非

営
利
法
人
Ｎ
Ｐ
Ｏ
カ
タ
リ
バ
が

コ
ラ
ボ
ス
ク
ー
ル
「
大
槌
臨
学

舎
」
を
開
校
、
進
学
の
た
め
の

学
習
支
援
を
実
施
し
て
い
る
。

調
査
結
果
を
利
活
用
し
て
民
間

の
支
援
団
体
に
よ
る
さ
ら
な
る

支
援
の
実
行
が
期
待
さ
れ
る
。

　

本
調
査
は
公
益
社
団
法
人
日

本
フ
ィ
ラ
ン
ソ
ロ
ピ
ー
協
会
が

新
日
本
有
限
責
任
監
査
法
人
の

協
賛
に
よ
っ
て
実
施
。
昨
年
９

月
～
今
年
２
月
に
か
け
て
岩
手

県
大
槌
町
、
大
船
渡
市
、
宮
城

県
石
巻
市
、
福
島
県
相
馬
市
、

い
わ
き
市
を
対
象
に
、
教
育
委

員
会
、
学
校
長
、
住
民
等
へ
の

ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
お
よ
び
分
析

を
行
っ
た
。
調
査
お
よ
び
分
析

は
一
般
社
団
法
人
Ｒ
Ｃ
Ｆ
復
興

支
援
チ
ー
ム
が
担
当
。
調
査
報

告
書
は
日
本
フ
ィ
ラ
ン
ソ
ロ

ピ
ー
協
会
Ｈ
Ｐ
で
公
開
さ
れ
て

い
る
。

被災５地域教育状況調査より

学習支援、
支援ニーズの地域差鮮明

求
め
ら
れ
る
社
会
の
理
解
と
支
援

復興庁
発表

県
外
避
難
者
支
援 

北
海
道
、
大
阪
の
支
援
者
の
現
状

ＮＰＯ等が活用可能な政府の財政支援一覧
事業名 省庁名 予算額

緊急スクールカウンセラー等派遣事業 文部科学省 47億円

地域福祉等推進特別支援事業

農と福祉の連携によるシニア能力活用モデル事業

厚生労働省 237億円の内数

農林水産省 0.1億円

被災者営農継続支援耕作放棄地活用事業 農林水産省 4億円

東日本大震災復興ソーシャルビジネス創出事業 経済産業省 2億円

「新しい公共」による地域づくり活動に係るコンテスト・助言指導事業 国土交通省 0.5億円

地域生物多様性保全活動支援事業 環境省 2.1億円

新しい公共支援事業のうち、新しい公共の場づくりのためのモデル事業 内閣府 8.8億円

東日本大震災に対応した雇用創出基金事業 厚生労働省 2,000億円

雇用復興推進事業（生涯現役・全員参加・世代継承型雇用創出事業） 厚生労働省 1,510億円の内数

被災生活保護受給者等に対する生活再建サポート事業 厚生労働省 基金に係る経費
を積み増し

社会的包摂・「絆」再生事業（地域コミュニティ復興支援事業分） 厚生労働省 202億円の内数

予算年次

2012年

2012年

2012年

2012年

2012年

2012年

2012年

2011年

2011年

2011年

2011年

2011年

地域によって支援の必要性が異なる項目

授業の進度

被災影響度
市町村

大槌町 3.0 B

大船渡市大船渡市 3.0 A

相馬市 3.0 B

いわき市いわき市 3.0

※被災影響度：震災から受けた被災の深刻さを1.0～3.0まで6段階で表記
※※支援の必要性：被災影響度とヒアリングを基に設定した対策の進捗状況を勘案し、A～Cの3段階で表記

C

支援の必要性

通学

被災影響度

3.0 A

2.5 B

3.0 B

1.5 C

支援の必要性

仮設住宅の学習備品

被災影響度

2.0 A

2.0 B

1.5 C

1.5 C

支援の必要性

今
後
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
が

活
用
可
能
な

政
府
の
財
政
支
援

心援隊が開催したトークライブ。大阪へ移住した
母親たちが、保養に来た家族に語りかける。
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城県亘理 ( わたり) 郡・山元
( やまもと ) 町は、いちごの

生産を主要産業としている。しかし、
町内に１２９軒あった農家のほとん
どが津波に流され、１年経った４月
初旬で再開できているのも 10 軒程
度にすぎない。
　山元町では、津波が沿岸から最
大で４キロメートル内陸へ押し寄せ、
住居の約半数が全半壊。人口の約
５％が津波で亡くなった。もともと
高齢化率は 32％。今回の震災で高
齢化が 10 年早まったと言われる地

域の一つでもある。
　この山元町で昨年７月から「いち
ご農園復興」の新しい試みが始まっ
ている。これは、産官学が連携しＩ
ＣＴを駆使した最先端園芸施設を
建設し、農業技術の研究・革新を
通して、いちご農家が収益を上げる
環境を整える、というもの。開発し
た技術は標準化され、地域全体で
営農を続けられる環境の整備を目指
す。この試みの仕掛け人であるＧＲ
Ａ（ジーアールエー）グループの岩
佐大輝さんに話を伺った。

は
、
震
災
直
後
に
岩
佐
さ
ん
が

単
身
、
故
郷
の
山
元
町
に
足
を

運
び
、
３
月
12
日
に
「
山
元
町

安
否
確
認
の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ

ト
」
を
開
設
し
た
こ
と
に
始
ま

る
。
宮
城
県
南
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
な
ど
の
支
援
が
手
薄
だ
っ
た

こ
と
も
受
け
、
岩
佐
さ
ん
は
自

身
が
通
っ
て
い
た
グ
ロ
ー
ビ
ス

経
営
大
学
院
の
仲
間
に
呼
び
か

け
て
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｇ
Ｒ
Ａ(

当

時
は
任
意
団
体)

を
結
成
。
東

京
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
チ
ー
ム

を
送
り
出
し
、
農
地
の
ガ
レ
キ

撤
去
や
側
溝
の
ド
ロ
だ
し
な
ど

を
継
続
的
に
実
施
。
山
元
町
の

農
業
復
旧
を
支
援
し
て
き
た
。

　

い
ち
ご
農
園
を
自
分
た
ち
で

始
め
た
の
は
昨
年
の
７
月
頃
。

現
地
の
農
家
を
支
援
し
て
き
た

が
、
多
く
の
農
家
が
復
活
で
き

ず
に
い
る
現
状
を
目
の
当
た
り

に
し
、「
若
い
自
分
た
ち
が
、
い

ち
ご
農
園
を
始
め
た
ら
良
い
刺

激
に
な
る
の
で
は
な
い
か
」
と

思
っ
た
の
が
き
っ
か
け
だ
っ
た
。

　

し
か
し
、
一
方
で
、
農
業
の

復
旧
だ
け
で
は
不
十
分
、
と
い

う
意
識
も
あ
っ
た
。
そ
も
そ
も

山
元
町
の
い
ち
ご
農
家
に
は
、

若
い
世
代
の
後
継
者
が
い
な
い
、

家
族
を
養
う
の
に
十
分
な
収
益

の
確
保
が
難
し
い
、
な
ど
の
問

題
が
震
災
前
か
ら
あ
っ
た
。
さ

ら
に
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
よ
る
国
際
的
な

農
業
自
由
競
争
化
の
流
れ
も
あ

る
。
も
と
通
り
に
し
た
だ
け
で

は
ど
こ
か
で
行
き
詰
ま
っ
て
し

ま
う
だ
ろ
う
…
…
。
岩
佐
さ
ん

ら
は
突
破
口
を
探
し
、
現
状
を

分
析
。
す
る
と
伸
び
し
ろ
が
見

え
て
き
た
。
そ
れ
は
大
き
く
３

点
、「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
と
ブ
ラ

ン
デ
ィ
ン
グ
に
力
を
入
れ
、
施

設
園
芸
を
人
柱
ビ
ジ
ネ
ス
か
ら

規
模
型
ビ
ジ
ネ
ス
に
す
る
こ
と
」、

「
単
位
農
家
あ
た
り
の
規
模
を

拡
大
し
、
農
家
そ
れ
ぞ
れ
が
主

体
性
と
影
響
力
を
持
て
る
よ
う

に
す
る
こ
と
」、「
い
ち
ご
の
付

加
価
値
を
下
げ
る
収
量
至
上
主

義
を
や
め
、
美
味
さ
至
上
主
義

に
す
る
こ
と
」
だ
。
ま
た
、
大

量
生
産
が
難
し
い
夏
秋
期
に
は

Ｇ
Ｒ
Ａ
。
実
現
の
た
め
に
取
り

組
ん
で
い
る
柱
の
１
つ
が
「
山

元
い
ち
ご
全
国
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
だ
。

　

山
元
町
は
、
宮
城
県
南
の
沿

岸
部
、
福
島
県
の
県
境
に
近
い

位
置
に
あ
る
。
Ｇ
Ｒ
Ａ
の
活
動

　
「
10
年
で
１
０
０
社
１
万
人

の
雇
用
を
創
造
す
る
」
を
ビ

ジ
ョ
ン
に
掲
げ
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

最先端 の園芸施設による農業支援
【特集】復興事業の経営マネジメントを考える

100

0

200

300

400
[ 人 ]

単身で
被災地へ

震災直後

学生仲間
約50人

GRA発足 NPO設立
決定

大学院
関係者
中心に
約100人

株式会社
設立

大学院の
垣根を超えて
約300人へ
急拡大

現在

町の住人も
合わせて
約400人が
活動に参加

GRAグループのあゆみ

2011年3月12日
山本町安否確認
ポータルサイト

開設

2011年7月
GRAを

NPO法人化決定、
3事業を展開

2011年GW〜
経営大学院仲間と
共に学生団体
GRA発足

2011年年末
農水事業を受託し
農業生産法人を

設立

2012年4月
GRAグループ
3社体制で
活動拡大

大規模先端園芸施設の内部（完成前）

市
場
分
析
か
ら

導
か
れ
た

３
つ
の
事
業
戦
略

宮
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カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
産
の
い
ち
ご

が
国
内
に
出
回
っ
て
い
る
こ
と

も
わ
か
っ
た
。
夏
秋
期
で
の
国

産
い
ち
ご
の
出
荷
も
商
機
が
あ

り
そ
う
だ
。

　

分
析
結
果
を
踏
ま
え
、
山
元

町
の
１
万
平
方
メ
ー
ト
ル
の
農

地
に
最
先
端
大
規
模
園
芸
施
設

を
建
設
す
る
こ
と
を
決
め
た
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
、
日
照
時
間

や
二
酸
化
炭
素
濃
度
な
ど
の
環

境
を
制
御
。
生
産
支
援
シ
ス
テ

ム
の
導
入
試
験
も
通
し
て
、
良

質
な
い
ち
ご
の
生
産
を
追
求
す

る
。
建
設
費
２
億
５
０
０
０
万

円
は
、
農
水
省
の
「
被
災
地
の

復
興
の
た
め
の
先
端
技
術
展
開

事
業
」
か
ら
拠
出
さ
れ
る
。

　

ま
た
、
こ
れ
と
並
行
し
て
研

究
成
果
を
実
践
す
る
園
芸
農
場

を
今
年
の
夏
頃
に
着
工
す
る
。

こ
れ
は
Ｇ
Ｒ
Ａ
が
、
独
自
の
大

規
模
先
端
園
芸
事
業
と
し
て
山

元
町
内
で
始
め
る
予
定
だ
。
総

事
業
費
は
５
・
５
億
円
を
見
込

む
。
こ
ち
ら
は
岩
佐
さ
ん
が
今

年
１
月
に
設
立
し
た
農
業
生
産

法
人
Ｇ
Ｒ
Ａ
が
い
ち
民
間
企
業

と
し
て
資
金
繰
り
を
し
て
い
る

最
中
だ
。「
事
業
が
波
及
し
て

い
く
た
め
に
は
、
一
つ
の
場
所
で

圧
倒
的
な
結
果
を
残
す
こ
と
が

重
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
事
業
が
フ
ラ
ッ
グ
シ
ッ
プ
と

な
っ
て
、
山
元
町
で
の
成
功
が

横
展
開
さ
れ
て
い
く
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま
す
」
と
岩
佐
さ
ん

は
話
す
。

　

Ｇ
Ｒ
Ａ
の
事
例
は
「
復
興
」

を
強
く
意
識
し
た
実
践
で
あ
る

点
で
印
象
深
い
。
現
状
を
分
析

し
、
高
齢
化
、
収
益
、
流
通
な

ど
の
震
災
前
か
ら
抱
え
て
い
た

課
題
を
明
確
に
し
た
上
で
、
商

機
を
見
い
だ
し
、
そ
こ
に
到
達

す
る
た
め
の
筋
道
を
立
て
た
。

資
金
調
達
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
現
場
が
持
つ

ベ
テ
ラ
ン
農
家
の
知
…
…
。
そ

し
て
、
何
よ
り
も
そ
れ
ら
の
原

動
力
と
な
る
強
い
「
志
」。

　

ど
ん
な
に
綿
密
な
分
析
や
計

画
も
、
そ
れ
を
引
き
受
け
て
や

り
通
す
意
思
が
な
け
れ
ば
実
ら

な
い
。「
生
ま
れ
育
っ
た
故
郷
で

た
く
さ
ん
の
人
が
亡
く
な
り
ま

し
た
。
生
き
て
い
る
自
分
が
で

き
る
こ
と
を
し
な
け
れ
ば
と
い

う
思
い
が
あ
る
ん
で
す
」。

プロボノ４００人超のチームだ。プロボノには、
それぞれが持つ可処分時間の５% をＧＲＡの
支援に使い、復興支援を行いながらビジネス
を実践するフィールドが用意されている。ファ
イナンス、マーケティング、ＰＲ等、その分野
のプロが得意分野で使う５％のパワーを岩佐
さんは実感しているという。
　また特筆すべきは、分野ごとにチーム責任
者と目標値を設定した後、そのチームに運営
を一任していることだ。本業を持つプロボノ
の生活スタイルに合わせたこともあるが、プ
ロフェッショナルが最適解を導き出せる形、コ
ミットを促す効果もある。

　「 僕らにはアイ
デ アが あります。
でも、いちごを育
てた経験が足りま
せん」と岩佐さん。
それを補うのが、
この道３５年のベ
テランいちご農家

の橋元忠嗣さんだ。被災後、いちご農場を再
開することには消極的だったが、岩佐さんた
ちの熱意に押されたことと、後継者に技術を
伝えていかなければいけないという思いから
参画を決めた。橋本さんは現在、農業経営
のために作られた農業法人ＧＲＡの役員に迎
えられプロジェクトを支えている。「いちごは、
施設園『芸』というだけあって、芸ごと。同じ
ように育てたつもりでも、味や形に違いが出
てくるプロの技なのです」と岩佐さん。素人
目には赤く熟れているように見えるいちごも、
ある物は甘く、ある物は酸味が強かったりも
する。それを育て分け、見分けるのがベテラ
ンいちご農家の暗黙知だ。それを可視化し、
仕組み化することが高品質ないちごの安定的
な生産につながり、次世代の雇用も生むと見
込んでいる。
　生産以外の部分も、経験豊富なメンバーに
助けられている。ＧＲＡが生産するいちごは、
従来の市場を通す流通経路を基本的に通ら
ない。
　「薄利多売」ではなく付加価値をつけてブ
ランドいちごとして販売していくところが事業
の肝だからだ。しかし、それには「いちごのブ
ランド化」と、独自に販路を確保していく「マー
ケティング」が重要。そこを支えるのが首都
圏在住でＭＢＡを目指す大学院生およびＭＢ
Ａホルダーを中心とする、ＮＰＯ法人ＧＲＡの

　 岩 佐 さん は 今
回 の 事 業 を 始 め
るに当たり、事業
を 分 析し、 綿 密
な事 業 計 画 を立
て、事業計画書に
落とし、融資金の
返済プランなどの

キャッシュフローも明確化した。その甲斐も
あり事業に必要となる億単位の融資を銀行
から受けることに成功した。「今回は国の助
成を受けて事業をスタートするわけですが、
山元町で国内最先端のいちご農家を育てる
ためには、事業の将来を僕らもしっかりと見

極めていく必要があります。それを意識して
の事業計画ですし、融資だと考えています」
と岩佐さんは話す。
　被災地の事業者が抱える大きな課題の一
つが「融資が受けられない」ことだ。もちろ
ん二重ローンや、後継者不在等の問題が指
摘されることは多い。しかし、融資する銀行
が、事業の将来性などを判断できるよう、事
業計画などの形に落とし、返済などの実現
可能性などを数字を示して定量的に示す点
は見習うべきだろう。もし事業者自身にその
ノウハウがない場合、そこでこそ外部のスキ
ルを持つ人の支援が有効になるだろう。

最先端 の園芸施設による農業支援

先端園芸施設の施設内配置図

「右から　岩佐大輝
Ｇ Ｒ Ａ グ ル ー プ 代
表取締役ＣＥＯ、橋
元忠嗣　株式会社Ｇ
ＲＡ取締役副社長、
橋 元 洋 平 株 式 会 社
ＧＲＡ取締役副社長
ＣＯＯ」

全
て
を
ス
タ
ー
ト

さ
せ
る

事
業
者
の「
志
」

「山元町のいちごブランド化の案」

事業成功の
カギは
ベテランの知と
プロの知

事業計画書
作成も、
資金繰り
成功のカギ

Point 2

Point 1
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フ
ォ
ト
エ
ッ
セ
イ

三
陸
の
水
産
加
工
会
社
の
朝

—

木
村
水
産—

［4］写
真
・
文
＝
岐
部
淳
一
郎

　幅１メートル、奥行き２メートルほど。
長方体の釜の中でお湯が茹だっている。
その中にカゴいっぱいのわかめの塊を放
り込む……。採り立ての深い茶色が、深
い緑色に変わると、巨大な金属製の網カ
ゴでお湯から引き上げる。それを隣の水
タブに移し替えたら、手で洗う。水しぶき
が朝日を反射させて加工場の中に淡い光
を落とす。
　洗い終わったわかめは塩蔵され、一日置
かれた後、切断・パッキングを経て、出荷
される。水産加工場の、春の朝の日常だ。
　木村水産は、三陸海岸沿い・石巻市北
上町十三浜にある水産加工業者だ。昭和
50 年に創業し、今は２代目。春はめか
ぶとわかめ、夏は生ウニ、冬はあわびと、
三陸の豊かな幸（さち）を全国に届けて

きた。この日は、地元の漁師からわかめ
が工場に運び込まれ、市場出荷用の加工
が行われた。つい前日に震災後初の入札
が行われたばかりのわかめだ。
　復興への一歩。だが、厳しい現実もあ
る。工場をフル稼働させる十分な運転資
金が手元にないことだ。
　震災で海水ポンプ、排水ポンプ、排水
管が全壊し、水槽中のあわび約４００キ
ロ、冷凍庫にあっためかぶ約７００キロ
が全滅。破損した設備を１０００万円か
け修理したものの、肝心の原料を仕入れ
る資本までは捻出できなかった。工場が
残っているということで罹災認定されず見
舞金は出ていない。銀行からの追加融資
も断られた。それでもできる範囲でやって
きた。

　工場があり、人もいる。ノウハウもある。
課題は、「仕入れ」。「春のめかぶで操業
できれば、その売上で、夏のウニ、冬の
あわびを仕入れることができる」と木村傳
孫 ( ただひろ ) 代表取締役社長は話す。
　ある人の勧めを受け、ＷＥＢ上で個人
から資金を募るセキュリテ被災地応援ファ
ンドに「めかぶファンド」と称して希望を
つなげた。最初は思うようには集まらな
かったが、それも４月には２０００口、
１０００万円が集まった。品薄ということ
もあり、仕入れ値が例年の２倍近くまで
上がっている状況だが、これで一歩進め
られる。
　工場が稼働すれば、人が雇われ、地域
経済が廻り始める。投資する個人の思い
が集まり、希望の歯車を動かし始める。

仙台

仙台市宮野区・若林区

塩竈 七ヶ浜
多賀城

名取
岩沼

亘理白石
山元

東松島
松島

栗原

女川
石巻

南三陸

北上町
十三浜

宮城県

気仙沼
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し
た
こ
と
も
そ
の
ひ
と
つ
。
メ
ン

バ
ー
は
放
射
線
取
扱
主
任
者
の
資

格
も
取
得
し
た
と
い
う
。

　

放
射
線
の
問
題
や
生
活
の
再
建
、

が
れ
き
処
理
な
ど
、
復
興
へ
の
課

題
は
多
い
。
し
か
し
、「
い
つ
ま
で

も
支
援
頼
み
で
は
い
ら
れ
な
い
。

自
分
た
ち
で
歩
き
出
す
た
め
の
基

盤
を
つ
く
る
こ
と
が
大
事
」
と
草

野
さ
ん
。
そ
の
役
割
を
担
う
の
が
、

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
南
相
馬
だ
と
考
え

て
い
る
。

HP http://www.frontier-
minamisoma.org/

（
取
材
・
文
／
ふ
く
し
ま
連
携
復

興
セ
ン
タ
ー
・
遠
藤
惠
）

　

福
島
県
内
で
、
震
災
後
い
ち
早

く
設
立
さ
れ
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
あ
る
。

若
者
を
中
心
に
活
動
す
る
「
フ
ロ

ン
テ
ィ
ア
南
相
馬
」
だ
。
福
島
県

の
浜
通
り
に
位
置
す
る
南
相
馬
市

は
、
市
の
南
部
が
福
島
第
一
原
発

か
ら
半
径
20
キ
ロ
圏
に
重
な
る
。

震
災
直
後
の
被
災
地
は
ど
こ
も
生

活
物
資
が
欠
乏
し
た
が
、
と
り
わ

け
南
相
馬
市
は
一
部
が
警
戒
区
域

に
指
定
さ
れ
る
な
ど
に
よ
り
交
通

網
が
遮
断
さ
れ
た
。
そ
こ
で
現
在

代
表
理
事
を
務
め
る
草
野
良
太
さ

ん
が
、
仲
間
た
ち
と
避
難
所
な
ど

に
支
援
物
資
を
届
け
る
活
動
を
始

め
た
の
が
き
っ
か
け
だ
っ
た
。

　

震
災
直
後
の
３
月
14
日
か
ら
物

資
の
マ
ッ
チ
ン
グ
に
奔
走
。
だ
が
、

　

仮
設
住
宅
で
は
、
孤
立
の
防

止
、
賑
わ
い
の
創
出
、
主
体
的

な
自
治
を
目
指
し
、
多
く
の
自

治
体
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
の
団
体
が
活

動
を
行
っ
て
い
る
。そ
の
中
で
、

徹
底
し
た
支
援
の
運
営
設
計
で

効
果
を
生
ん
で
い
る
の
が
宮
城

県
南
三
陸
町
だ
。
町
民
の
３
分

の
１
に
あ
た
る
約
１
５
７
０
世

帯
が
、
町
内
59
カ
所
に
点
在
す

る
２
２
０
０
戸
あ
ま
り
の
仮
設

住
宅
で
生
活
し
、
１
１
１
５
世

帯
が
県
内
12
市
13
町
の
民
間
賃

貸
住
宅
（
み
な
し
仮
設
）
で
生

活
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
住
民

へ
の
生
活
支
援
事
業
を
、
東
北

大
学
大
学
院
の
社
会
学
研
究
室

博
士
で
あ
り
、
行
政
ボ
ラ
テ
ィ

ア
と
し
て
南
三
陸
町
保
健
福
祉

課
で
福
祉
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
務

め
る
本
間
照
雄
氏
が
中
心
と
な

り
、
昨
年
７
月
か
ら
推
進
し
て

き
た
。
そ
れ
は
町
民
約
２
３
０

人
に
よ
る
見
守
り
支
援
。
被
災

者
と
同
じ
目
線
で
心
の
痛
み
や

生
活
の
苦
し
さ
に
寄
り
添
う
。

     

役
割
の
違
う
見
守
り		


    

３
グ
ル
ー
プ
体
制

　

仮
設
住
宅
内
の
見
守
り
支
援

を
行
う
の
は
、１
２
０
名
の
「
巡

回
型
支
援
員
」。
彼
ら
自
身
も
仮

設
住
宅
に
暮
ら
す
住
民
だ
。
各

戸
を
定
期
的
に
回
り
、
声
を
か

け
な
が
ら
、
不
満
や
寂
し
さ
を

ま
ぎ
ら
わ
す
尽
き
な
い
話
に
耳

を
傾
け
る
。
最
初
は
け
げ
ん
な

顔
を
さ
れ
な
が
ら
も
地
道
に
通

い
、
今
で
は
「
待
っ
て
い
た
よ
」

と
言
わ
れ
る
ま
で
に
な
っ
た
。

　

朝
夕
の
二
回
、
仮
設
住
宅
内

の
高
齢
単
身
者
や
健
康
に
不
安

を
持
つ
住
民
を
訪
問
す
る
の
は

「
滞
在
型
支
援
員
」。
彼
ら
は
歩

行
に
杖
が
必
要
だ
っ
た
り
、
閉

じ
こ
も
り
が
ち
な
一
人
暮
ら
し

で
あ
っ
た
り
、
一
般
的
に
は
支

援
を
受
け
る
側
の
高
齢
者
だ
。

最
初
は
自
信
の
な
か
っ
た
彼
ら

を
本
間
氏
や
町
の
職
員
が
勇
気

づ
け
、
現
在
で
は
約
１
０
０
名

が
活
躍
す
る
。平
均
年
齢
78
歳
、

最
年
長
88
歳
。
彼
ら
は
社
会
的

役
割
と
生
き
甲
斐
、
巡
回
と
い

う
運
動
の
機
会
を
得
た
。

　

南
三
陸
町
外
へ
出
向
き
、
県

内
７
４
７
世
帯
の
み
な
し
仮
設

住
宅
を
訪
問
す
る
の
は
「
訪
問

型
支
援
員
」。
彼
ら
も
ま
た
仕
事

や
自
宅
を
失
っ
た
被
災
者
だ
。

９
名
３
班
体
制
で
訪
問
し
、
さ

ま
ざ
ま
な
相
談
に
応
じ
る
。
笑

顔
で
迎
え
ら
れ
る
こ
と
も
あ
れ

ば
、
強
い
言
葉
を
ぶ
つ
け
ら
れ

る
こ
と
も
あ
る
が
、
町
の
復
興

の
様
子
や
町
長
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
収
録
し
た
ビ
デ
オ
メ
ー
ル
を

持
参
し
、
帰
郷
へ
の
想
い
を
支

え
よ
う
と
訪
問
を
続
け
て
い
る
。

　

 

専
門
家
に
よ
る		



　

 

３
日
間
の
基
礎
研
修

　

特
筆
す
べ
き
点
は
、
採
用
さ

れ
た
支
援
員
が
受
け
る
基
礎
研

修
だ
。
３
日
間
、
朝
８
時
半
か

ら
夕
方
５
時
15
分
ま
で
、
50
分

～
１
時
間
の
授
業
が
毎
日
６
コ

マ
行
わ
れ
る
。
各
コ
マ
は
、
町

か
ら
派
遣
さ
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な

業
種
の
プ
ロ
が
担
当
す
る
。
例

え
ば
、
認
知
症
の
知
識
に
つ
い

て
介
護
福
祉
士
が
、
救
急
処
置

の
実
技
を
救
急
救
命
士
が
、
高

齢
者
の
介
助
法
を
保
健
師
が
、

生
活
保
護
法
な
ど

の
福
祉
制
度
に
つ

い
て
保
険
福
祉
課

の
職
員
が
、
と
い

う
具
合
に
本
格
的

な
研
修
が
行
わ
れ

る
。
そ
し
て
毎
日

最
後
に
は
、
１
時

間
15
分
を
割
い
て
本
間
氏
が
担

当
す
る
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
が
行

わ
れ
る
。
そ
の
日
学
ん
だ
こ
と

を
挙
手
で
発
表
し
合
う
こ
と

で
、
理
解
度
が
全
く
変
わ
っ
て

く
る
の
だ
と
本
間
氏
。
初
日
は

皆
苦
心
す
る
が
、
最
終
日
に
は

次
々
に
手
が
挙
が
る
よ
う
に
な

る
と
い
う
。
こ
う
し
て
支
援
員

は
、
自
信
を
つ
け
て
現
場
へ
と

出
て
行
く
。

    

将
来
ま
た
必
要
に
な
る		

　

自
治
を
学
ぶ
場
に

　

支
援
員
は
毎
日
、
具
体
的
な

事
例
や
気
づ
き
を
書
い
た
報
告

書
を
提
出
し
、
そ
れ
を
吸
い
上

げ
た
各
地
区
の
リ
ー
ダ
ー
が
毎

朝
の
リ
ー
ダ
ー
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

で
共
有
す
る
。
本
間
氏
は
報
告

１
つ
１
つ
に
、
そ
の
場
で
コ
メ

ン
ト
を
付
け
て
返
す
。
そ
こ
に

マ
ニ
ュ
ア
ル
や
規
則
は
な
い
。

ル
ー
ル
が
あ
る
と
す
れ
ば
、『
北

風
と
太
陽
』
で
い
う
太
陽
。
注

意
す
る
の
で
は
な
く
、
い
い
も

の
を
褒
め
る
こ
と
で
自
然
と
共

通
認
識
が
生
ま
れ
、
皆
が
見
習

っ
て
い
く
の
だ
と
い
う
。

　

本
間
氏
の
視
線
は
５
年
後
、

10
年
後
を
見
据
え
て
い
る
。「
仮

設
住
宅
の
生
活
は
、
建
物
も
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
も
、
時
間
も
仮

な
ん
で
す
。
こ
れ
は
数
年
後
に

ま
た
解
体
す
る
こ
と
を
前
提
と

し
て
い
る
。
だ
か
ら
こ
そ
今
こ

の
機
会
に
、
皆
で
自
治
の
や
り

方
と
、『
お
互
い
様
』
と
い
う

気
持
ち
の
大
切
さ
を
学
ぶ
の
で

す
。
学
べ
ば
、
次
に
ま
た
バ
ラ

バ
ラ
に
な
っ
て
も
、
自
分
た
ち

で
創
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
」。

　

本
間
氏
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

支
援
が
生
み
出
す
べ
き
３
つ
の

力
を
挙
げ
る
。
ま
ず
、
プ
ロ
が

支
え
る
こ
と
で
安
心
し
て
現
場

に
立
つ
こ
と
が
で
き
、
き
め
細

か
な
対
応
と
迅
速
な
判
断
が
可

能
に
な
る「
協
働
の
力
」。
次
に
、

被
災
し
た
住
民
自
身
が
支
援
の

担
い
手
に
な
る
こ
と
で
「
自
分

の
町
は
自
分
で
創
る
」
と
い
う

気
概
を
醸
成
し
、
復
興
を
支
え

る
人
材
に
な
る
「
役
割
の
力
」。

そ
し
て
、
町
民
同
士
が
支
え
合

う
経
験
で
、
も
と
も
と
東
北
の

地
域
社
会
が
持
つ
お
互
い
様
の

気
運
を
維
持
・
強
化
し
、
人
に

優
し
い
暮
ら
し
や
す
い
生
活
環

境
を
築
く
「
地
域
の
力
」。
長
い

道
の
り
を
見
据
え
、
多
く
の
住

民
を
社
会
資
源
化
し
て
被
災
者

支
援
に
活
か
す
南
三
陸
町
の
試

み
は
、
地
域
や
人
材
の
力
を
活

か
し
た
新
し
い
公
共
を
考
え
る

き
っ
か
け
に
も
な
る
だ
ろ
う
。

い
地
域
へ
親
子
で
出
か
け
る
遠
足

な
ど
を
企
画
・
実
施
し
て
き
た
。

　

草
野
さ
ん
は
、
昨
年
「
秋
の
遠

足
」
の
と
き
、
３
時
間
飽
き
る
こ

と
な
く
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
を
し
続
け

る
子
ど
も
た
ち
を
見
て
「
そ
ん
な

に
外
で
遊
ぶ
こ
と
に
飢
え
て
い
た

の
か
」
と
愕
然
と
し
た
と
い
う
。

　
「
子
ど
も
た
ち
は
毎
日
、『
お
外

は
バ
イ
キ
ン
い
っ
ぱ
い
あ
る
か
ら
ダ

メ
だ
よ
』
と
言
わ
れ
て
暮
ら
し
て

い
ま
す
。
原
発
事
故
は
、
子
ど
も

が
の
び
の
び
育
つ
環
境
を
奪
っ
て

し
ま
っ
た
。
子
ど
も
の
未
来
の
た

め
、
南
相
馬
の
た
め
に
、
責
任
あ

る
地
域
の
大
人
と
し
て
、
で
き
る

こ
と
は
何
か
を
考
え
て
い
き
た
い
」。

　

現
在
、
子
ど
も
支
援
を
中
心
に
、

地
域
お
こ
し
、
Ｉ
Ｔ
関
連
を
加
え

た
３
つ
の
活
動
を
柱
に
据
え
る
。

事
業
内
容
に
は
メ
ン
バ
ー
の
得
意

分
野
が
活
か
さ
れ
て
お
り
、
例
え

ば
Ｉ
Ｔ
を
駆
使
し
て
、
小
学
校
の

通
学
路
の
放
射
線
マ
ッ
プ
を
作
成

南
三
陸
町
　
被
災
者
自
身
に
よ
る
仮
設
住
宅
支
援

協
働
・
役
割
・
地
域
の
力
で

数
年
後
に
自
分
た
ち
で
創
れ
る
自
治
へ

ふ
く
し
ま
を
生
き
る 

被
災
者
支
援
の
現
場
か
ら 

―
― 

④

南
相
馬
復
興
の
た
め
に
、

	

「
立
ち
上
が
っ
て
、
ま
ず
歩
こ
う
」

個
人
で
動
く
に
は
限
界
が
あ
る
こ

と
を
痛
感
し
、
４
月
１
日
に
Ｎ
Ｐ

Ｏ
を
立
ち
上
げ
た
。

　

物
資
の
ニ
ー
ズ
が
一
段
落
し
た

後
は
、
地
元
の
農
業
者
と
協
力
し
、

ゴ
ー
ヤ
の
苗
を
広
め
る
「
緑
の

カ
ー
テ
ン
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
展
開
。

さ
ら
に
外
遊
び
が
で
き
な
い
子
ど

も
の
た
め
に
、
放
射
線
量
の
少
な

「フロンティア南相馬」
代表理事の草野良太さん

地域おこしのためにオリジナル T シャツ
をつくり、WEB 通販「復興デパートメン
ト」にも出店している

採
用
さ
れ
た
支
援
員
の
た
め
の
基
礎
研
修
の
様
子
。

救
急
救
命
士
に
よ
る
Ａ
Ｅ
Ｄ
講
習
を
皆
真
剣
に
聞
く

「
今
後
地
域
づ
く
り
に
関
わ
る
主
体
的
な
人
を
育
て
る
こ
と
が

長
い
復
興
の
道
に
必
要
で
し
ょ
う
」
と
語
る
本
間
照
雄
博
士
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④

気
仙
沼
大
島
ラ
ン
フ
ェ
ス
タ

5 月開催

フ
ェ
リ
ー
に
乗
れ
た
ら
北
海
道

ま
で
行
っ
て
も
い
い
し
、
帰
り
は

秋
田
か
ら
日
本
海
側
を
戻
っ
て

も
い
い
。
今
年
は
タ
イ
ミ
ン
グ

が
合
わ
ず
ま
だ
一
度
も
満
開
の

桜
を
見
て
い
な
い
。
季
節
を
追

い
か
け
る
旅
と
い
う
の
も
、
日

本
で
し
か
楽
し
め
な
い
贅
沢
な

の
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
次
第
だ
。

　

震
災
が
起
こ
っ
て
、
初
め
て

陸
前
高
田
と
い
う
地
名
を
知
っ

た
。
そ
の
地
に
松
林
が
あ
っ
た

こ
と
も
知
ら
な
か
っ
た
し
、
年

間
に
百
万
人
が
訪
れ
る
名
勝
で

あ
る
こ
と
も
、
恥
ず
か
し
な
が

ら
知
ら
な
か
っ
た
。
陸
前
高
田

の
町
を
訪
れ
、
一
本
だ
け
残
っ

た
松
を
見
て
、
な
ぜ
こ
の
地
に

震
災
が
及
ぶ
前
に
来
よ
う
と
思

わ
な
か
っ
た
の
か
後
悔
し
た
。

南
の
島
や
カ
ジ
ノ
に
行
く
代
わ

り
に
、
な
ぜ
一
度
で
い
い
か
ら
足

を
運
ば
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。　

　

松
島
の
島
々
、
北
上
川
の
河

畔
、
浄
土
ヶ
浜
の
海
岸
、
い
ま

な
お
美
し
い
風
景
が
東
北
に
は

残
る
が
、
も
う
見
る
こ
と
の
出

来
な
い
景
色
も
あ
る
。

　

い
つ
か
行
こ
う
、
の
「
い
つ

か
」
は
な
か
な
か
や
っ
て
こ
な
い
。

東
北
へ
行
こ
う
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん

か
。
も
う
東
北
へ
観
光
に
行
く

の
は
、
不
謹
慎
で
も
な
ん
で
も

あ
り
ま
せ
ん
。
桜
を
追
い
か
け

る
も
よ
し
、
海
の
幸
を
堪
能
す

る
も
よ
し
、
日
本
酒
を
愛
で
る

も
よ
し
。
百
聞
は
一
見
に
し
か

ず
。
今
の
東
北
を
観
て
、
楽
し

ん
で
い
た
だ
き
た
い
。（
Ｔ
）

　

今
年
の
Ｇ
Ｗ
は
、
９

連
休
を
取
っ
て
東
北
を

周
る
こ
と
に
し
た
。
桜

を
追
い
か
け
、
岩
手
か

ら
更
に
青
森
へ
。
青
函

　

宮
城
県
気
仙
沼
市
の
有
人
島
、

大
島
で
５
月
27
日
に
行
わ
れ
る
マ

ラ
ソ
ン
イ
ベ
ン
ト
「
気
仙
沼
大
島

ラ
ン
フ
ェ
ス
タ
」
が
、
県
内
外
で

話
題
に
な
っ
て
い
る
。

　

漁
業
と
観
光
業
が
二
大
産
業

の
大
島
は
、
津
波
と
火
災
に
よ

り
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
。
漁

業
は
カ
キ
と
ホ
タ
テ
が
主
力
の

た
め
収
穫
は
数
年
先
に
。
頼
み

の
観
光
も
、
船
着
場
周
辺
に
集

ま
っ
て
い
た
土
産
物
屋
や
宿
な
ど

の
観
光
施
設
が
ほ
ぼ
全
滅
し
た

こ
と
や
、
他
地
域
か
ら
島
の
復

旧
度
合
が
分
か
ら
な
か
っ
た
こ
と

が
影
響
し
、
昨
年
一
年
間
の
観

光
客
数
は
ほ
ぼ
ゼ
ロ
に
近
い
状
態

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

そ
こ
で
、
多
く
の
人
に
足
を
運

ん
で
も
ら
い
、
島
の
現
状
と
魅

力
を
知
っ
て
も
ら
う
機
会
を
と
イ

ベ
ン
ト
の
開
催
を
決
め
た
。
島

内
の
道
路
整
備
は
、
開
催
の
決

定
を
受
け
て
県
か
ら
の
協
力
も

あ
り
、
急
ピ
ッ
チ
で
進
ん
だ
。
参

加
者
は
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
ま
た
は

10
キ
ロ
の
コ
ー
ス
を
、
海
岸
線
沿

い
の
景
色
を
楽
し
み
な
が
ら
走
る
。

　

ゴ
ー
ル
地
点
の
イ
ベ
ン
ト
会
場

で
は
、
島
の
人
々
か
ら
の
わ
か
め

汁
や
ま
ぐ
ろ
の
兜
焼
き
の
サ
ー
ビ

ス
、
気
仙
沼
な
ど
か
ら
も
出
店

の
あ
る
各
種
屋
台
、
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
の
ラ
イ
ブ
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

●企画展「復興の先覚者・後藤新平～い
わて復興偉人伝～」

【日時】２０１２年４月２８日（土）～６
月１０日（日）※５月２６日（土）、３１
日（木）は休館【会場】岩手県立図書館　
4 階　企画展示コーナー【内容】関東大震
災後、帝都復興院総裁を務めた後藤新平を
中心に、岩手の先人たちが、過去の災害に
際して発揮した知恵と行動力を、所蔵資料
で紹介。【主催】岩手県立図書館【問い合
わせ】TEL：０１９（６０６）１７３０【URL】
http://www.library.pref.iwate.jp/oshirase/
info.html#kikakuten

●シリーズ「気仙沼はいま」 第１回
「気仙沼は『海と生きる』ことができるか」

【日時】２０１２年５月８日 （火） １９時
３０分～２１時【会場】日本国際ボランティ

アセンター（ JVC） 東京事務所（東京都台
東区上野５－３－４ クリエイティブ One 
秋葉原ビル６F）【内容】昨年１０月に「海
と生きる」と題された震災復興計画を策定
した気仙沼市で計画されている防潮堤を巡
る一連の動向を紹介。同時に、海と街が共
存できる方策も議論。【参加費】１０００
円（JVC 会員、マンスリー募金者は５００
円）【その他】会場は、国産間伐材のヒノ
キ材を床材に使用しており土足禁止。当
日、スリッパ持参。【申し込み・問い合わ
せ】メール、電話、FAX のいずれかで名前
と連絡先を明記の上、申し込みを。TEL：
０３（３８３４）２３８８　FAX： ０３

（３８３５）０５１９　Email：arita@ngo-
jvc.net【URL】http://www.ngo-jvc.net/jp/
event/event2020/05/kesennuma-01.html

※イベント情報随時募集しています。
掲載ご希望の方はpress@h-u-g.jp まで。

「
楽
し
む
こ
と
が
支
援
に
な
る
」

な
催
し
が
行
わ
れ
る
。
ま
た
、

参
加
賞
に
は
苗
木
が
用
意
さ
れ

る
予
定
。
参
加
者
そ
れ
ぞ
れ
に

植
え
て
も
ら
う
こ
と
で
、
島
の
緑

化
は
も
ち
ろ
ん
、
木
々
の
成
長

を
見
に
再
訪
し
て
も
ら
う
き
っ
か

け
に
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

も
と
も
と
大
島
に
は
、「
つ
ば

き
マ
ラ
ソ
ン
」
と
い
う
大
会
が

あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
行
政
主
導
の

イ
ベ
ン
ト
で
、
島
民
は
積
極
的
に

運
営
に
関
わ
ら
な
か
っ
た
と
い
う
。

し
か
し
今
回
は
自
分
た
ち
で
立

ち
上
げ
た
実
行
委
員
会
が
主
体
。

委
員
長
の
白
幡
昇
一
さ
ん
は
、

大
島
の
観
光
協
会
会
長
で
も
あ

る
。
東
京
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン

ト
や
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
制
作
の
プ
ロ

な
ど
が
数
名
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

と
し
て
協
力
し
て
い
る
が
、
主
体

と
な
る
実
行
委
員
約
20
名
は
す

べ
て
島
の
住
民
、
そ
の
ほ
と
ん
ど

が
高
齢
者
だ
。
調
整
事
項
は
数

多
く
あ
る
が
、
よ
く
話
し
合
い

団
結
し
て
準
備
を
進
め
て
い
る
。

　

エ
ン
ト
リ
ー
の
締
め
切
り
は
５

月
６
日
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）、

５
月
10
日
（
郵
便
振
替
）。

　

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せHP  

http://oshima-runfes.jp 

ま
た

は
℡0226(28)2285 

。

　

経
営
す
る
民
宿
が
津
波
で
浸
水
。
愛

す
る
大
船
渡
の
町
も
大
き
な
打
撃
を
受

け
、「
震
災
直
後
は
再
建
は
考
え
ら
れ

な
か
っ
た
。
家
族
を
連
れ
て
別
の
場
所

へ
行
こ
う
と
も
考
え
た
」
と
い
う
今
野

さ
ん
。
し
か
し
消
防
団
の
一
員
と
し
て

復
興
支
援
活
動
を
し
な
が
ら
徐
々
に
気

持
ち
を
立
て
直
し
、
昨
年
４
月
11
日
に

宿
の
改
修
工
事
を
開
始
、
事
業
再
建
の

ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
。

　

２
千
万
円
の
借
金
を
背
負
っ
て
の
業

務
再
開
は
６
月
。
震
災
の
影
響
で
資
材
が

震
災
前
と
同
水
準
ま
で
回
復
し
た
。

　

借
金
の
返
済
目
処
が
た
ち
始
め

た
今
年
の
３
月
に
転
機
が
訪
れ
る
。

Ｊ
リ
ー
ガ
ー
の
小
笠
原
満
男
選
手

を
は
じ
め
と
す
る
高
校
サ
ッ
カ
ー

部
の
同
級
生
と
と
も
に
、
子
供
た

ち
の
た
め
に
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
つ
く

る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
る

こ
と
に
な
っ
た
。「
満
男
に
資
金
調

達
ま
わ
り
を
任
せ
、
現
場
は
俺
ら

が
」
と
、
候
補
地
の
洗
い
出
し
や

地
権
者
と
の
折
衝
、
市
・
県
や
施

工
事
業
者
と
の
調
整
な
ど
を
同
級

生
の
有
志
グ
ル
ー
プ
で
進
め
、
わ

ず
か
１
ヶ
月
で
構
想
を
計
画
レ
ベ

ル
ま
で
落
と
し
込
ん
だ
。

　

自
分
も
サ
ッ
カ
ー
を
通
じ
多
く

を
学
ん
だ
の
で
、
１
日
も
早
く
実

現
さ
せ
た
い
と
語
る
今
野
さ
ん
。

「
課
題
は
多
く
こ
れ
か
ら
が
勝
負
。

で
も
や
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
」
と

力
強
く
語
っ
て
く
れ
た
。

事業再建を果たし、
子供たちのために新たな挑戦

民宿「とまり荘」経営者、東北人魂「岩手グラウン
ドプロジェクト大船渡チーム」プロジェクトリーダー

今
こ ん の

野 当
あたる

さん (32)

不
足
し
修
繕

を
重
ね
な
が

ら
の
ス
タ
ー

ト
と
な
っ
た

が
、
復
興
関

係
者
の
需
要

も
あ
り
順
調

に
宿
泊
客
数

は
伸
び
、
す

ぐ
に
売
上
は

女川町に建てられた、プライバシーなどを考慮した設計の
多層型仮設住宅。設計は被災住居の分野でも活躍する坂茂氏

大島の美しい眺め（震災前）。イベント参加者は、これから
自然と産業が復活しゆく島への再訪が楽しみになるだろう

これも仮設ですか？

２０１２年（平成 24 年）4 月 23 日 月曜日（復興 409 日目）　　東　北　復　興　新　聞（http://www.rise-tohoku.jp/）　　第 7 号　 （8）


